
＊[ ]は図書館の請求記号です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

  

  

 

＊大竹市立図書館のホームページの中にティーンズコーナーがあります。 

 勉強や悩みにも役立つリンク等もあるのでのぞいてみてね。 

 

 

 

 

 

 

    ■利用案内                            

・開館時間 10：00～18：00（火～土）/ 9：00～17：00（日） 

・個人貸出 図書 1人 10冊（内ＤＶＤ・ＣＤ資料 2点） 

・貸出期間 2週間 

・休 館 日 月曜日（祝日の時は翌日も）・祝日・年末年始・特別整理期間 

           毎月末（ただし、土・日・月・祝の時は直前の金曜日） 

ホームページアドレス（蔵書検索もできます） http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ☆『春』（３・４・５月の展示） 

    テーマは、 

        
                                です。 

         

 

    

 

 

 

 

 

 

〒739-0605 大竹市立戸 1 丁目 6-1 ☎ 0827-52-5338  

 

大竹市立図書館には、ティーンズコ

ーナーがあるのを知っていますか？ 

ティーンズコーナーでは、ティーン

ズ向けの本の展示をしています。春・

夏・秋・冬の年４回、入替えている

のでチェックしてみてください。 

新刊案内 

『舟を編む』       三浦 しをん/著 光文社 【913 ミ】 

 辞書編集部に異動した馬締は「大渡海」の編纂を始める。個性的すぎる仲

間たち、問題山積みの編集部、ままならぬ恋…。愛すべき変人たちが恋に仕

事に右往左往。「大渡海」は編み上がるのか? 

貸出し中の本は予約することができます。 

ＨＰや電話でできます。詳しくはおたずねく

ださい。 

『体育がきらい』  

                坂本 拓弥/著    筑摩書房 [Y780 サ] 

ボールが怖い、失敗すると恥ずかしいなどの理由できらわれがちな体育だが、強

さや速さよりも重要なことがある。「体育の授業がきらい」「スポーツがきらい」

など「きらい」の理由を哲学で解きほぐしながら、体育の本質に迫る。  

   

『アナタノキモチ』 

安田 夏菜/著       文研出版 ［Y913 ヤ］  

ある日、母親に置き去りにされたハルくん。いとこのひよりの家に引き取られた

彼には、障がいがあった。空気を読めない。人の気持ちもわからない。でも、そ

れはハルくんだけだろうかとひよりは考え…。 

 

 

  

 

『ある日、戦争がはじまった』 

エバ・スカリエツカ/著     小学館クリエイティブ [Y986 ス] 

2022年 2月、少女イエバの人生はロシアのウクライナ侵攻が始まったことで一変

した。彼女が暮らすハルキウは攻撃下に置かれ、地下へ避難したイエバは備忘録

として日記を書き始めた-。「戦争のリアル」を伝える体験記。 

  

１冊紹介♪ 

新
刊
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
よ
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スマートフォンをお持ちの方は

こちらの QR コードからホームペ

ージにアクセスできます。 

東大生のお勧め本  

 

【実用書】 

『中高生の防災ブック』              益田 美樹/著 ぺりかん社 [Y369 マ] 

『あなたは大学で何をどう学ぶか』          西山 聖久/著 化学同人 [Y377 ニ] 

『男子校の生態』                コンテくん/著  KADOKAWA ［H726 コ］ 

【文芸書】 

『17歳のビオトープ』                 清水 晴木/著 幻冬舎 [Y913 シ] 

『透明になれなかった僕たちのために』         佐野 徹夜/著 講談社 ［Y913 サ］ 

『呪いを解く者』           フランシス・ハーディング/著  東京創元社 [Y933 ハ] 

『お城の人々』               ジョーン・エイキン/著  東京創元社  ［Y933 エ］   

 

 

 難しい本ですね。勉強の合間にどうぞ。 

2024.3 

本
屋
大
賞
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http://www.tosho.otake.hiroshima.jp/


 

 

 
 

 

 

 

 

   

            

 

 

 

  

   

 

  

   

 

 

 

                                                 

 

       

 

         

   

              

 

 

 

   

   

          

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

      

   

    

                    

 

    

 

 

    

   

  

  

 

    

 

 

                    

      

 

    

 

展示本リスト 

他にもこんな本があります♪(かなり難しい本です) 

ka 

『博士の愛した数式』  

小川 洋子/著 新潮社【B913 オ】 

 この世界は驚きと歓びに満ちていると、博士はたったひとつの数式

で示してくれた-。記憶力を失った天才数学者、と私、阪神タイガース

ファンの息子の 3 人の奇妙な関係を軸にした物語。  

 

『阪急電車』  

有川 浩/著 幻冬舎 【B913 ア】 

 宝塚駅。征志、運命の女性に会う。宝塚南口駅。翔子、呪いの願をか

ける。逆瀬川駅。時江、犬を飼おうと思う…。恋の始まり、別れの兆

し、そして途中下車。電車は人数分の人生を乗せて、どこまでもは続か

ない線路を走っていく。 

 

『想像ラジオ』        

いとう せいこう/著  河出書房新社【913 イ】 

耳を澄ませば、彼らの声が聞こえるはず-。ヒロシマ、ナガサキ、トウキョウ、

コウベ、トウホク…。生者と死者の新たな関係を描く、鎮魂と再生の物語。 

『星の子』 

今村 夏子/著   朝日新聞出版【Y913 イ】  

林ちひろは中学 3 年生。出生直後から病弱だった娘を救いたい一心で、ちひろ

の両親は「あやしい宗教」にのめり込んでいき、その信仰は少しずつ家族のかた

ちを歪めていく… 

『何者』  

朝井 リョウ/著 新潮社 【913 ア】 

 就活の情報交換をきっかけに集まった拓人たち。自分を生き抜くためにほん

とうに必要なことは何なのか。この世界を組み変える力はどこから生まれ来る

のか。就活大学生の自意識をあぶり出す、リアルで切実な長編小説。 

＊『数学ガール』          結城 浩/著  ソフトバンククリエイティブ 【401 ユ】 

＊『7 つの習慣』         スティーブン・R・コヴィー/著 東京創元社  【159 コ】 

＊『人間失格・桜桃』                太宰 治/著 角川書店  【B913 タ】 

＊『国家の品格』                     藤原 正彦/著 新潮社  【S304 フ】 

＊『バカの壁』                   養老 孟司/著 新潮社   【S304 ヨ】 

＊『人新世の「資本論」』                斎藤 幸平/著 集英社  【S331 サ】 

＊『ホエール・トーク』        クリス・クラッチャー/著 青山出版社 【933 クラ】 

＊『本当の自由を手に入れるお金の大学』    両@リベ大学長/著  朝日新聞出版 【591 リ】 

＊『ホーキング、宇宙を語る』         S・W・ホーキング/著 早川書房  【440 ホ】 

＊『思考の整理学』                外山 滋比古/著 筑摩書房  【B141 ト】 

＊『坂の上の雲』                 司馬 遼太郎/著 文藝春秋  【913 シ 1】 

＊『蒼き狼』                      井上 靖/著 新潮社  【B913 イ】 

＊『紫式部日記』                   西谷 元夫/著 有朋堂  【910 メ 32】 

 

 

 

 

 

 

『夏への扉』 

ロバート・Ａ・ハインライン/著 早川書房 【B933 ア】 

 冬になるときまって「夏への扉」を探しはじめる飼い猫のピート。

そして 1970 年 12 月、親友と恋人に裏切られ、発明までだましとられ

たぼくは、冷凍睡眠で 30 年後へと送り込まれ…。 

 

読
売
文
学
賞
小
説
賞 

 

野
間
文
芸
新
人
賞 

  

メ
デ
ィ
ア
化 

 

直
木
賞 

 

映
画
化
原
作 

 

『ナイフ』  

重松 清/著  【913 シ】 

 私はナイフを持っている。これで息子を守ってやる…。小さな幸福に包ま

れた家族の喉元に突きつけられる「いじめ」という名の鋭利なナイフ。日常

の中のゆがみと救いをビタースイートに描き出す出色の短編集。 
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